
景観条例に伴う行為の届出制度
水と緑に恵まれ 歴史が香り 活気があふれる景色 へきなん

届出の目的

届出の必要な区域

行為の種類

大規模な建築物の新築や開発行為等は、周辺の景観に大きな影響を与えます。その影響
が周囲と調和し、美しいまちなみを創り出すものであれば、私たちの生活環境は豊かでより
魅力的なものとなります。
この制度は、景観法及び碧南市景観条例にもとづき、地域の歴史、文化、自然、風土等に

由来する各地域の特性を生かし、美しい景観を保全、創出するために設けたものです。
届出の対象となる一定規模を超える行為については、「碧南市景色づくり計画」に合った

ものにしていただくとともに、届出等の手続きをお願いします。

碧南市全域が対象となります。

➊建築物の建築等
建築物の新築、増築改築若しくは移転、外観を変更する
修繕若しくは模様替え又は色彩の変更

工作物の新設、増築、改築若しくは移転、外観を変更する
こととなる修繕若しくは模様替え又は色彩の変更

❷工作物の建設等

❸開発行為 都市計画法に規定する開発行為

❹その他 その他条例で定める行為

届出対象規模

行為の種類の対する対象規模は次のとおりです。

行為の種類 届出対象規模

対象ゾーン 生活ゾーン
（市全体から臨海ゾーンを除いた部分）

臨海ゾーン

➊建築物の建築等 高さ10m超または建築面積500㎡超 高さ15m超または建築面積1,000㎡超

❷工作物の建設等 擁壁、護岸、堤防、その他これらに類するものの高さ5m超等

❸開発行為 行為に係る土地面積500㎡以上

❹その他 行為に係る土地面積500㎡以上(土地の開墾・土砂の採取・木竹の植栽又は伐採等)



届出の流れ

①事前相談

②届出書の提出

届出の対象となる行為を行う場合は、必要に応じ事前相談を行う事が出来ます。

行為着手の３０日前までに行為の届出書を提出します。景観形成基準との適合や、
事前相談内容との一致を確認します。

行為計画

行為計画(例：建築物の建築等)

審査(景観形成基準への適合の確認)

生活ゾーンまた
は臨海ゾーン

生活ゾーン 臨海ゾーン

高さ(注1)10m超
または建築面積
500㎡超

高さ15m超
または建築面積
1,000㎡超Yes

地域説明会の開催※

(P89参照)

行為の届出※(景観法第16条第1項)(P81参照)

高さ15m超または
建築面積1,000㎡

超

NoNo

Yes
Yes

No

行為着手※行為着手※ 行為着手※(景観法第18条)

適合 不適合
勧告(設計の変更等)
(景観法第16条第3項)

②
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の
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出

①
事
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談

※印のついている行為は、行為者が行います
(注1)高さは地盤面から最高部までの高さをいいます。
(注2)確認申請や碧南市開発・建築事業要綱第3条に該当するもの、建築物の大規模の修繕、大規模の模様替若しくは外壁の一
面の色彩について過半の変更をする場合は、設計から完成までの間にチェックシートを提出してください。

行為の届出に必要な図書

事前相談や届出の際は、次の図書をご提出ください。
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完了の届出 ※

資料 記載すべき事項

景観配慮事項記述書 景観形成基準その他景観に配慮した事項

位置図 敷地の位置及び周辺の状況がわかる縮尺２，５００分の１以上のもの

配置図 当該敷地内における建築物の位置及び外構計画がわかるもの

写真 当該敷地及び当該敷地周辺の状況を２以上の方向から撮影したもの

立面図 仕上方法及び色彩がわかるもの

その他市長が必要と認める資料 参考となるべき事項

・景観計画区域内行為(変更)届出書

・その他(添付資料)

・景観計画区域内完了届出書

※

行
為
の
届
出
等
を
行
う

前
に
必
要
応
じ
て

事
前
相
談
を
行
う

※

行
為
の
届
出
は
行
為
着
手

の
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う

※行為の届出様式等は、こちらを参照してください。



色彩について

【建築物の建築等】（計画書P.85）
①周辺の自然の景色やまちなみと調和するような色彩とし、マンセル表色系による彩度は６以下を目安とするこ
と。ただし、次の場合はこの限りでない。
・増築する場合の既存建築物

②アクセントカラーを使用する場合は、見付面積の５分の１以下の面積を目安とし、基調となる色彩との調和や
バランスに配慮すること。

【工作物の建設等】（計画書P.86）

①周辺の景色やまちなみと調和するように、落ち着いた色彩とし、マンセル表色系による彩度は６以下を目安と
すること。ただし、次の場合はこの限りでない。
・増築する場合の既存工作物

②アクセントカラーを使用する場合は、見付面積の５分の１以下の面積を目安とし、基調となる色彩との調和や
バランスに配慮すること。

補足資料：マンセル表色系について

色は、イメージに個人差があり、ひとつの色を正確に表すことが難しくなります。そこで、JIS（日本工業規格）
標準色表として採用されている「マンセル表色系」を使用します。「マンセル表色系」では、色彩を「色相（色
合い）」、「明度（明るさ）」、「彩度（鮮やかさ）」の３つの属性の組み合わせで表現します。

「色相」
色相とは、色合いを表します。色相は、赤(R)・黄(Y)・緑(G)・青(B)・紫(P)の５色と、それぞれの間の黄赤
(YR)・黄緑(GY)・青緑(BG)・青紫(PB)・赤紫(PR)の５色の中間色相を加えた10種の基本色で構成します。

「明度」
明度とは、色の明るさを表します。色の明るさの度合いを、完全な黒を０、完全な白を10とし、数値で表し
ます。暗い色ほど数値が小さく、明るい色ほど数値が大きくなり10に近くなります。

「彩度」
彩度とは、鮮やかさを表します。色の鮮やかさの度合いを、０から14程度までの数値で表します。色味のない
鈍い色ほど数値が小さく、白、灰、黒色などの無彩色は０になります。逆に、鮮やかな色ほど数値が大きくな
ります。

「マンセル記号の見方」
マンセル記号は、これら３つの属性を組み合わせ、ひとつの色彩を表す記号です。
「色相、明度／彩度」の順に書き表します。

色相 明度 彩度

５Ｒ ４ /６

ごアール よん のろく読み

表記

意味

明
度

※この色表は、印刷によって実際
の色と異なる場合があります。
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 12Ｎ 14景観形成基準に示した色彩
景観形成基準に示した「色彩」の目安範囲を以下に示します。

この色表は印刷によって実際の
色と異なる場合があります。

※碧南市景色づくり計画では、色相と明度の基準
はありません。



チェックシートの提出

確認申請や碧南市開発・建築事業要綱第3条に該当するもの、建築物の大規模の修繕、大規模の模様替若しくは外

壁の一面の色彩について過半の変更をする場合は、設計から完成までの間にチェックシートを提出してください。


